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12月１日　本会議

　　　　　（閉会中の委員会報告など）

12月２日　本会議

　　　　　（議案の審議・議決など）

12月３日　産業生活常任委員会

12月４日　教育厚生常任委員会

12月７日　本会議

　　　　　（一般質問　５名）

12月８日　本会議

　　　　　（一般質問　４名）

12月11日　本会議

（委員長報告、その他議案）

市長提出議案（12件）

条例関係　　５件（すべて可決）

予算関係　　６件（すべて承認・可決）

その他議案　１件（可決）

議員提出議案（６件）

条例関係　　１件（可決）

委員会報告　３件（４ページ参照）

意見書　　　２件（すべて可決）

その他議案

請願・陳情　２件（10ページ参照）

議
会
の
委
員
会
設
置
数
及

び
定
数
を
改
正
し
ま
し
た

　

議
員
数
の
減
員
及
び
行

政
組
織
の
見
直
し
に
伴

い
、
委
員
会
の
設
置
数
を

４
委
員
会
か
ら
３
委
員
会

へ
、
定
数
を
６
人
か
ら
８

人
に
改
正
し
ま
し
た
。
ま

た
、
各
常
任
委
員
会
の
所

管
を
改
正
す
る
た
め
那
珂

市
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
次

回
の
定
例
会
か
ら
施
行
し

ま
す
。

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
の
納
期
を
変
更
し
ま
し

た
　

平
成
21
年
度
は
固
定
資

産
税
及
び
都
市
計
画
税
の

評
価
替
の
年
度
で
、
評
価

方
法
等
に
大
幅
な
見
直
し

が
あ
り
、
第
１
期
の
納
期

を
５
月
に
変
更
し
ま
し

た
。
平
成
22
年
度
は
通
常

年
度
で
あ
り
、
地
方
税
法

第
３
６
２
条
に
よ
り
４
月

に
変
更
す
る
た
め
那
珂
市

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

の
設
置
及
び
管
理
・
農
業

集
落
排
水
整
備
事
業
分
担

金
に
関
す
る
条
例
を
一
部

改
正
し
ま
し
た

　

新
た
に
設
置
し
た
農
業

集
落
排
水
処
理
施
設
の
名

称
及
び
区
域
（
鴻
巣
地
区

処
理
区
）を
定
め
る
た
め
、

ま
た
、
賦
課
す
る
区
域
の

指
定
及
び
文
言
の
整
理
の

た
め
条
例
の
一
部
を
改
正

し
ま
し
た
。

建設中の鴻巣地区農業集落排水処理施設
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本　会　議

平成21年第４回定例会
（12月１日～12月11日）

議案件数と結果条

例

改

正

議会常任委員会の設置数・定数を改正
補正予算など承認・可決



高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

改
修
し
ま
す

　

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
大
広
間
を
多
目
的
室
に

改
修
す
る
こ
と
に
伴
い
、

同
セ
ン
タ
ー
の
入
館
料
を

廃
止
し
た
か
わ
り
に
、
各

部
屋
の
使
用
料
を
徴
収
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

那
珂
市
教
育
委
員
会
委
員

の
選
任
に
同
意

条
例
改
正

人

事船橋　正夫 氏
（額田南郷）

平松　俊男 氏
（戸　崎）
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本　会　議

▼一般会計
　１億９，８５９万９千円の増額→
　　　　総額１８２億１，８０１万７千円
　自立支援サービス給付事業などの増額で
す。

▼国民健康保険特別会計（事業勘定）
　１億３，５０１万７千円の増額→
　　　　総額５２億７，１３５万１千円
　一般被保険者療養給付費などの増額です。

▼下水道特別会計
　７，３４８万９千円の増額→
　　　　総額２５億７，８２８万６千円
　下水道事業基金などの増額です。

平成21年度補正予算６件を原案のとおり可決しました

補 正 予 算

第 ３ 回 臨 時 会
11月24日第３回那珂市議会臨時会が行われました。

　市の議会議員・特別職・一般職の職員の期末手当

及び勤勉手当を減額しました

　人事院が実施した民間企業における職種別給与実

態調査の結果、８月11日付けで公務員給与が民間

給与を上回る格差を解消するため、12月期の期末・

勤勉手当を0.15月減額することが適当という勧告が

出されました。

　市では人事院勧告を尊重し、議会議員、特別職及

び一般職員の冬のボーナスを減額するものです。市

の議会議員、特別職及び一般職の期末手当を0.1月、

一般職の勤勉手当を0.05月減額します。

　12月に支給される冬のボーナスの基準日が12月

１日であり、基準日前に改正の必要があるため、臨

時議会を開催し給与に関する条例等の一部改正をし

ました。

市長提出議案（７件）

条例関係　　４件（すべて可決）

その他議案　３件（すべて承認）

議案件数と結果

補　正　予　算
▼一般会計

　３，７８３万８千円の増額→

　　　　総額１８０億１，９４１万８千円

　新型インフルエンザ予防接種事業などの

増額です。

▼農業集落排水整備事業特別会計
　１３１万円の増額→
　　　　総額６億８，３８３万６千円
　職員人件費などの増額です。

▼上菅谷駅前地区土地区画整理事業特別会計
　８０万円の増額→
　　　　総額１億７，９８０万円
　電柱移設補償料などの増額です。

▼水道事業会計
　収益的支出１，０２８万６千円の増額→
　　　　総額１０億９，２３５万４千円
　資本的支出７０９万８千円の減額→
　　　　総額４億７，６９６万２千円
　職員人件費などの増額です。



議
会
運
営
委
員
会

　

審
議
に
お
い
て
、
次
回

の
一
般
選
挙
か
ら
定
員
数

が
22
人
に
な
る
こ
と
、
ま

た
、
現
在
２
名
の
欠
員
が

生
じ
て
お
り
、
今
後
審
議

に
支
障
が
生
じ
る
恐
れ
が

あ
る
た
め
、
常
任
委
員
会

の
設
置
数
に
つ
い
て
は
３

委
員
会
、
定
数
に
つ
い
て

は
８
名
と
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
の
所
管

事
務
に
つ
い
て
は
、
平
成

22
年
度
の
行
政
組
織
見
直

し
を
考
慮
し
、
産
業
生
活

常
任
委
員
会
の
所
管
の
う

ち
、
市
民
生
活
部
を
総
務

常
任
委
員
会
に
加
え
、
産

業
部
を
建
設
常
任
委
員
会

に
加
え
る
べ
き
と
の
意
見

が
出
さ
れ
全
員
異
議
な
く

決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
運
営
委
員

会
の
定
数
に
つ
い
て
は
、

議
会
の
運
営
を
決
定
し
て

い
く
重
要
な
委
員
会
で
あ

る
た
め
増
員
す
べ
き
と
の

意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、

各
委
員
会
の
代
表
で
構
成

す
る
為
、
審
議
に
支
障
は

な
い
と
の
意
見
が
出
さ

れ
、
６
名
と
す
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、

広
報
編
集
委
員
会
に
つ
い

て
は
更
な
る
議
会
広
報
の

充
実
を
図
る
た
め
広
報
編

集
委
員
を
７
名
に
増
員
す

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し

た
。

調査完了

継続調査

　

調
査
内
容
は
、
那
珂
核

融
合
研
究
所
よ
り
原
子
力

機
構
人
形
峠
レ
ン
ガ
加
工

場
で
製
造
し
た
レ
ン
ガ
の

利
用
、
Ｊ
Ｔ
60
Ｓ
Ａ
計
画

の
現
状
に
つ
い
て
、
三
菱

原
子
燃
料
㈱
よ
り
ト
リ
ク

ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
環
境
自
主

調
査
結
果
と
浄
化
対
策
に

つ
い
て
、
説
明
を
求
め
審

議
を
行
い
ま
し
た
。

　

レ
ン
ガ
の
利
用
に
つ
い

て
、
原
子
力
機
構
を
中
心

に
利
用
す
る
計
画
を
進
め

て
お
り
、
那
珂
核
融
合
研

究
所
に
お
い
て
も
構
内
の

調査事項

１ 住民の安全確保に関する事項

２ 周辺の環境保全に関する事項

３ 原子力安全協定に関する事項

４ 核融合研究施設に関する事項

５ その他関連する事項

整
備
に
、
同
レ
ン
ガ
を
利

用
し
た
い
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
委
員
よ
り
レ
ン
ガ

の
安
全
性
は
確
認
さ
れ
て

い
る
が
、
利
用
に
あ
た
っ

て
は
、
地
域
の
安
全
確
保

に
努
め
る
よ
う
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

環
境
自
主
調
査
結
果
と
浄

化
対
策
に
つ
い
て
、
敷
地

周
辺
の
民
家
の
地
下
水
調

査
を
実
施
し
た
結
果
、
汚

染
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
ま
た
、
浄
化
対
策

に
つ
い
て
、
浄
化
方
法
を

総
合
的
に
検
討
し
た
結

果
、
バ
イ
オ
処
理
に
よ
り

浄
化
対
策
を
進
め
る
と
の

説
明
で
し
た
。
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委 員 会

産 業 生 活 常 任 委 員 会

継続調査

　

本
件
は
、
平
成
20

年
９
月
定
例
会
以
降

の
閉
会
中
の
継
続
調

査
と
し
て
、
所
管
事

務
調
査
を
開
始
し
た

も
の
で
す
。

　

商
業
の
振
興
に
つ

い
て
は
、
長
引
く
景

気
低
迷
に
よ
る
経
営

状
態
の
悪
化
や
、
大

規
模
店
舗
の
出
店
の

影
響
に
よ
る
既
存
商

店
街
の
存
続
並
び
に

振
興
の
た
め
の
方
策

を
、
さ
ら
に
調
査
研

究
す
る
必
要
が
あ
る

と
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

工
業
振
興
に
つ
い

て
は
、
市
内
の
大
手

企
業
撤
退
に
よ
る
影

響
が
、
就
業
者
や

関
連
業
者
に
ど
の
程

度
影
響
が
あ
る
か
調

査
す
る
必
要
が
あ
る

と
の
理
由
に
よ
り
継

続
し
て
調
査
す
べ
き

で
あ
る
と
の
意
見
が

出
さ
れ
、
採
決
の
結

果
、
全
員
異
議
な
く

継
続
し
て
調
査
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

商工業の振興について
市内の大手企業撤退の影響を調査する

原子力安全対策特別委員会

議
会
の
委
員
会
条
例
等
に

関
す
る
事
項

常
任
委
員
会
は
３
委
員
会
へ
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Q
&
A

市政を問う
９
人
の
議
員
が
登
壇
し
、

様
々
な
視
点
か
ら

市
政
を
問
い
ま
し
た
。

市政を問う

　

23
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

自
治
会
制
度
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。
今
ま
で
市
か
ら

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

側
で
あ
っ
た
市
民
が
、
地

域
で
で
き
る
こ
と
は
地
域

で
み
ず
か
ら
が
行
う
よ
う

に
な
り
ま
す
が
、
各
地
域

ご
と
に
市
民
の
意
識
の
違

い
に
よ
っ
て
格
差
が
生
じ

る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
点

は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
ま

す
か
。
ま
た
、
地
区
ご
と

の
研
修
や
学
習
機
会
の
提

供
や
内
容
、
地
域
に
眠
っ

て
い
る
人
材
の
掘
り
起
こ

し
の
方
法
な
ど
を
伺
い
ま

す
。　

　

市
民
生
活
部
長　

協
働

の
ま
ち
づ
く
り
の
精
神
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
意
識
の
違
い
を
な
く
す

よ
う
な
説
明
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
市
で
は
、
地
域

担
当
職
員
を
配
置
し
、
上

部
自
治
組
織
と
し
て
の
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
を
作
り

市
全
体
の
情
報
交
換
を
行

い
ま
す
。
ま
ず
２
月
か
ら

地
区
別
の
説
明
会
、
４
月

以
降
は
各
校
区
ご
と
に
準

備
委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。

研
修
に
つ
い
て
は
、
職
員

の
意
識
改
革
の
た
め
の
、

各
階
層
別
課
程
研
修
、
地

区
ご
と
に
出
前
講
座
を
充

実
さ
せ
市
民
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
参
加
の
き
っ
か
け

づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

協
働
の
�
�
�
�
り
制
度
の
目
的
と
は

市
民
�
�
�
�
の
行
動
が
活
性
化
に

君嶋寿男 議員

質問事項
１　協働のまちづくりについ

て 

一般質問　Q & A

那珂市民憲章披露式典
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一般質問　Q & A

　

12
月
よ
り
、
差
押
物
件

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

を
始
め
る
旨
説
明
が
あ
っ

た
。
公
売
実
施
時
期
・
仲

介
業
者
・
手
数
料
・
手
持

ち
の
物
件
・
今
後
の
扱
い

物
件
・
物
件
の
評
価
者
等

に
つ
い
て
伺
う
。

　

総
務
部
長　

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
売
に
つ
い
て

は
、
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
最
大
手
の
、
ヤ
フ
ー
株

式
会
社
の
シ
ス
テ
ム
を
利

用
し
て
参
加
す
る
。
公
売

は
平
成
22
年
早
々
に
実
施

す
る
。
使
用
料
は
、
落
札

額
の
３
％
で
あ
り
、
１
億

円
を
超
え
る
不
動
産
の
場

合
は
、
１
億
円
の
超
過
額

に
１
％
を
乗
じ
た
額
を
加

え
た
額
で
、
消
費
税
が
加

算
さ
れ
る
。
物
件
は
不
動

産
で
、
田
と
畑
の
２
筆
で

あ
る
。
今
後
は
、
不
動
産

の
外
に
自
動
車
や
骨
董

品
、
美
術
品
及
び
市
役
所

で
不
要
な
物
品
が
出
た
場

合
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
公
売
を
行
う
。
物

件
の
評
価
者
に
つ
い
て

は
、
ヤ
フ
ー
株
式
会
社

関
連
の
評
価
査
定
等
が
あ

り
、
そ
れ
を
利
用
し
て
い

き
た
い
。物
件
の
評
価
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
茨
城
県

よ
り
派
遣
さ
れ
て
い
る
職

員
が
経
験
豊
富
で
あ
り
、

判
断
し
、
評
価
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

差
押
物
件
公
売
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う

２
物
件
を
ヤ
フ
ー
で
ネ
ッ
ト
公
売
す
る

質問事項
１　公共交通システムについて
２　組織機構見直しについて
３　事業仕分けについて
４　木崎幼稚園と木崎学童保

育所について
５　学力テストについて
６　ネット公売について

海野　徹 議員

　

平
成
22
年
度
を
準
備
移

行
期
間
と
し
て
、
周
知
徹

底
、
各
校
区
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
ご
と
に
拠
点
整
備

準
備
委
員
会
設
立
等
の
事

業
を
並
行
し
て
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
校
区
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
が
同
一

条
件
の
も
と
に
一
斉
に
ス

タ
ー
ト
を
切
る
た
め
、
市

長
、
職
員
は
気
概
を
一
つ

に
し
て
事
業
達
成
の
た
め

全
力
で
進
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ま
す
が
市

長
の
熱
意
の
ほ
ど
を
伺
い

ま
す
。

　

市
長　

第
一
次
那
珂
市

総
合
計
画
の
基
本
理
念

で
「
市
民
と
と
も
に
創
る

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

実
現
す
る
に
当
た
り
ま
し

て
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
検
討
委

員
会
の
委
員
と
し
て
ご
尽

力
を
賜
わ
り
、
ご
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
那
珂
市

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
指
針

を
策
定
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
わ
け
で
す
。
指
針
の
内

容
を
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご

理
解
い
た
だ
き
、
ス
ム
ー

ズ
に
市
民
自
治
組
織
に
移

行
で
き
ま
す
よ
う
、
職
員

が
一
丸
と
な
っ
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
策
を
講
じ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

自
治
制
度
移
行
へ
の
周
知
徹
底
は

職
員
一
丸
と
な
り
支
援
し
て
い
き
た
い

質問事項
１　協働のまちづくりについ

て

２　新型インフルエンザの対

応について

助川則夫 議員
協働のまちづくり地区説明会（戸多地区）

ネット公売の案内（市ホームページ）



7 那珂市議会だより №�3

一般質問　Q & A

　

市
の
代
表
的
な
農
産
物

を
売
り
出
す
た
め
系
統
立

て
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
計

画
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

動
で
は
、
名
所
旧
跡
を
回

る
コ
ー
ス
に
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
取
り
入
れ
、
観
光
プ

ラ
ス
健
康
の
視
点
か
ら
も

活
躍
の
場
が
出
来
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
那
珂
ふ
る
さ
と
大
使

の
積
極
的
な
活
用
と
観

光
・
産
業
の
Ｐ
Ｒ
に
期
待

さ
れ
る
人
材
の
追
加
を
提

案
し
ま
す
。

　

更
に
、
将
来
的
に
は
観

光
協
会
を
「
観
光
物
産
協

会
」
と
し
て
自
立
さ
せ
、

年
間
を
通
し
て
業
務
に
専

念
で
き
る
体
制
が
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

産
業
部
長　

農
産
物
の

地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
計
画
は

今
後
の
課
題
と
な
り
ま

す
。

　

観
光
コ
ー
ス
活
用
と
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
連
携

は
実
施
を
検
討
し
ま
す
。

　

副
市
長　

現
在
13
名
の

那
珂
ふ
る
さ
と
大
使
に

は
、
専
用
の
名
刺
等
を
送

り
活
用
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
増
員
も
可
能
で
人
材

の
発
掘
に
努
め
ま
す
。

　

市
長　

観
光
協
会
の
自

立
は
現
状
で
は
厳
し
い
の

で
す
が
、
そ
の
重
要
性
は

認
識
し
て
お
り
、
今
後
の

課
題
と
考
え
ま
す
。

観
光
と
産
業
振
興
に
つ
い
て

提
案
を
検
討
し
�
対
応
に
努
め
�
す

先﨑　光 議員

質問事項
１　鳥獣害について

２　観光と産業振興について

観光ボランティアの案内の様子

　

小
学
校
へ
の
扇
風
機
設

置
に
つ
い
て
は
、
１
、
２

年
生
の
教
室
に
は
全
校
に

取
り
付
け
が
終
わ
り
、
去

年
よ
り
今
年
に
か
け
予
算

も
厳
し
い
と
い
う
こ
と

で
、
設
置
に
つ
い
て
は
一

時
凍
結
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
し
た
。
国
の
第
２
次

補
正
予
算
の
交
付
金
を
利

用
し
て
い
く
と
市
長
も
判

断
し
た
様
で
す
が
、３
、４

年
生
へ
の
設
置
は
い
つ
頃

に
な
る
の
か
。
又
、
そ
の

後
、
５
、
６
年
生
の
教
室

に
つ
い
て
ま
だ
予
定
が
な

い
訳
で
す
。
５
、
６
年
生

の
教
室
に
つ
い
て
は
、
新

年
度
予
算
に
計
上
し
要
望

し
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
教
育
委
員
会
と
し
て

ど
の
様
に
考
え
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。

　

教
育
次
長　

３
、
４
年

生
の
扇
風
機
の
設
置
に
つ

き
ま
し
て
は
、
本
年
度
冬

休
み
を
中
心
に
設
置
し
て

い
く
計
画
で
あ
り
ま
す
。

終
ら
な
い
と
こ
ろ
は
春
休

み
を
利
用
し
、
年
度
内

に
設
置
し
て
い
き
ま
す
。

５
、
６
年
生
の
学
年
に
つ

い
て
は
、
予
算
は
通
っ
て

い
ま
せ
ん
の
で
不
確
定
な

要
素
が
あ
り
ま
す
が
、
来

年
度
中
に
設
置
で
き
る
様

に
努
力
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

扇
風
機
の
全
学
年
設
置
を
早
急
に

来
年
度
中
に
出
来
る
様
努
力
し
て
い
�

質問事項
１　福祉行政について

２　教育行政について

小沼博恭 議員
教室に設置された扇風機（菅谷西小）
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農
業
従
事
者
の
高
齢
化

な
ど
に
よ
り
耕
作
放
棄
地

が
増
大
し
て
い
る
こ
と
に

市
が
積
極
的
に
対
処
し
、

十
分
経
営
が
成
り
立
つ
環

境
整
備
を
す
べ
き
と
考
え

ま
す
。

　

「
農
家
の
土
地
利
用
の

調
査
」
で
は
、
市
に
農
地

貸
し
出
し
の
仲
介
を
希
望

す
る
農
家
が
多
く
、
又
、

農
作
業
受
託
組
織
立
ち
上

げ
な
ど
の
課
題
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

11
月
に
、
農
業
委
員
会

が
「
農
地
流
動
化
台
帳
」

（
貸
し
手
農
家
の
農
地
情

報
）
を
、
農
政
課
が
、「
農

作
業
受
託
者
台
帳
」
を
公

開
し
ま
し
た
。
農
地
法
が

改
正
さ
れ
、
農
地
利
用
が

図
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の

台
帳
を
活
用
し
、
農
政
座

談
会
を
開
き
、
農
地
の
面

的
集
積
を
進
め
、
農
作
業

受
託
組
織
を
立
ち
上
げ
て

は
如
何
か
伺
い
ま
す
。

　

産
業
部
長　

「
農
地
流

動
化
台
帳
」
の
農
地
利
用

は
、
農
業
委
員
会
に
お
い

て
も
農
業
経
営
改
善
を

進
め
る
担
い
手
の
中
で
調

整
を
進
め
た
い
と
考
え
ま

す
。

　

「
農
作
業
受
託
者
台
帳
」

に
つ
い
て
は
、
受
託
す
る

方
々
で
、
農
作
業
料
金
な

ど
の
話
し
合
い
を
持
ち
、

受
託
組
織
の
立
ち
上
げ
が

必
要
か
確
認
し
な
が
ら
進

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
地
情
報
等
を
活
用
し
た
農
業
振
興
を

担
い
手
が
耕
作
で
き
る
よ
う
取
り
組
む

質問事項
１　行政評価について

２　農業振興について

３　子育て支援について

一般質問　Q & A

蝦名純子 議員

　

政
府
は
、
家
庭
の
太
陽

光
発
電
で
生
じ
た
電
力
を

電
力
会
社
が
す
べ
て
買
い

取
る
「
全
量
固
定
価
格
買

い
取
り
制
度
」
を
本
年
度

か
ら
導
入
す
る
考
え
を
示

し
ま
し
た
。
太
陽
光
発
電

の
一
層
の
普
及
を
図
り
、

地
球
温
暖
化
対
策
を
進
め

る
の
が
狙
い
で
す
。
国
立

環
境
研
究
所
は
、
温
室
効

果
ガ
ス
を
削
除
す
る
た
め

各
家
庭
で
省
エ
ネ
家
電
や

太
陽
光
発
電
な
ど
導
入
し

た
場
合
、
数
年
で
現
在
の

家
庭
か
ら
二
酸
化
炭
素
排

出
量
を
70
％
以
上
削
減
で

き
る
と
の
試
算
を
ま
と
め

ま
し
た
。
各
家
庭
が
、
多

額
の
投
資
を
し
て
も
10
年

以
内
に
回
収
可
能
で
、
そ

の
後
は
利
益
が
出
る
こ
と

も
判
明
し
ま
し
た
。

　

太
陽
光
発
電
の
一
番
の

デ
メ
リ
ッ
ト
は
初
期
費
用

が
大
変
高
額
に
な
る
こ
と

で
す
。
補
助
金
な
し
で
は

設
置
し
に
く
い
面
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
制

度
の
普
及
に
向
け
、
設
置

す
る
方
々
に
補
助
を
行
っ

て
は
ど
う
で
す
か
。

　

市
民
生
活
部
長　

普
及

促
進
は
国
が
主
体
と
な
り

取
り
組
む
べ
き
も
の
と
考

え
て
お
り
、
現
在
の
と
こ

ろ
国
、
県
の
補
助
金
に
上

乗
せ
す
る
補
助
制
度
の
導

入
に
つ
い
て
は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。

住
宅
用
太
陽
光
発
電
の
設
置
に
補
助
を

補
助
制
度
の
導
入
は
考
え
て
い
な
い

質問事項
１　地球温暖化防止の取り組

みについて

２　高齢者の交通安全対策に

ついて

笹島　猛 議員

太陽光発電の設置

農地流動化台帳と農作業受託者台帳
（農業委員会）　　（農政課）
更なる農地利用を図ります
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肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
助
成
を

公
費
助
成
を
担
当
課
に
指
示
す
る

質問事項
１　肺炎球菌ワクチンの助成

制度について

木村静枝 議員

石川利秋 議員

質問事項
１　市税及び国民健康保険税

について

２　体育施設管理事業につい

て

一般質問　Q & A

　

瓜
連
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お

け
る
ナ
イ
タ
ー
照
明
の
利

用
状
況
が
ゼ
ロ
な
の
に
電

気
料
金
が
、
平
成
17
年
度

に
１
３
９
万
円
、
平
成

18
年
度
１
２
５
万
円
、
計

２
６
４
万
円
を
支
払
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
一
中
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
照
明
に
つ
い

て
は
、
市
民
の
貴
重
な

税
金
で
あ
る
１
５
２
０
万

円
を
投
じ
て
整
備
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
ま
だ
使
用

可
能
な
照
明
を
国
か
ら
の

臨
時
交
付
金
だ
か
ら
と
安

易
に
撤
去
事
業
費
に
充
て

る
の
は
、
納
税
者
と
し
て

は
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
国
に
お
い
て
も

無
駄
な
事
業
を
洗
い
出
す

事
業
仕
分
け
を
行
い
税
金

の
無
駄
使
い
に
歯
止
め
を

か
け
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

税
金
の
使
わ
れ
方
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　

教
育
次
長　

電
気
料
金

は
基
本
料
金
で
す
。ま
た
、

平
成
16
年
度
は
消
防
等
が

一
，
二
回
し
か
使
用
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
本
来
な

ら
ば
平
成
17
年
度
に
電
気

設
備
を
停
止
す
べ
き
と
こ

ろ
を
延
び
延
び
で
19
年
度

に
停
止
手
続
き
を
し
ま
し

た
。
本
当
に
申
し
わ
け
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

市
長　

今
後
も
貴
重
な

税
金
な
の
で
無
駄
の
な
い

よ
う
有
効
に
活
用
し
て
い

き
ま
す
。

貴
重
な
税
金
の
無
駄
使
い
に
歯
止
め
を

最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
流
行
と
共
に
、
な
お
り

に
く
い
肺
炎
の
併
発
が
多

く
な
り
、
肺
炎
予
防
の
た

め
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

に
対
す
る
認
識
も
急
速
に

高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
や
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
代
表
さ

れ
る
高
齢
者
へ
の
予
防
接

種
の
重
要
性
が
、
今
後
ま

す
ま
す
増
大
す
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
肺

炎
の
両
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

す
れ
ば
入
院
を
63
％
、
死

亡
を
81
％
減
ら
す
と
の
海

外
報
告
も
あ
り
ま
す
。

　

茨
城
県
内
で
は
高
萩
市

と
東
海
村
が
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
予
防
接
種
に
公
費

を
助
成
し
て
い
ま
す
。
県

内
で
最
初
に
公
費
を
助
成

し
た
高
萩
市
で
は
、
過
去

の
実
績
か
ら
本
年
度
は

１
０
０
人
と
見
込
み
、
費

用
の
半
額
３
０
０
０
円

を
補
助
す
る
こ
と
に
し
、

30
万
円
の
補
正
予
算
を
組

ん
で
い
ま
す
。
那
珂
市
で

も
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予

防
接
種
に
公
費
の
助
成
を

し
て
は
ど
う
か
伺
い
ま

す
。

　

市
長　

30
万
円
程
度
の

予
算
で
あ
れ
ば
、
対
応
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
の
で
、
担
当
課
に
指
示

を
出
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

照明利用の少なかった瓜連グラウンド

茨城県

平成20年　死因構成割合

悪性新生物
29.1％

心疾患
15.9％

脳血管疾患
12.7％

肺炎
10.3％

その他
17.4％

肝疾患　1.5％

糖尿病　1.5％

腎不全　1.7％

自殺　2.4％

老衰　3.5％

不慮の事故　3.8％
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改正貸金業法の早期完全施行等を求める
意見書

（意見書要旨）
　2006年12月に改正貸金業法が成立し、出資法
の上限金利の引下げ、収入の３分の１を超える過
剰貸付契約の禁止（総量規制）などを含む同法が
完全施行される予定である。
　改正貸金業法の完全施行の先延ばし、金利規制
など規制の緩和は、再び自殺者や自己破産者、多
重債務者の急増を招きかねず許されるべきではな
い。
　そこで、地方消費者行政の充実及び多重債務問
題が喫緊の課題であることも踏まえ、国に対し、
以下の施策を求める。 

１　改正貸金業法を早期（遅くとも本年12月ま
で）に完全施行すること。 

２　自治体での多重債務相談体制の整備のため相
談員の人件費を含む予算を十分確保するなど相
談窓口の充実を支援すること。

３　個人及び中小事業者向けのセーフティネット
貸付をさらに充実させること。

４　ヤミ金融を徹底的に摘発すること。

意見書提出先
衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣
多重債務者対策本部長、金融担当大臣
消費者担当大臣、厚生労働大臣
総務大臣、国家公安委員会委員長

意 見 書 を 提 出

教育予算の拡充を求める意見書
（意見書要旨）
　子どもたちにゆたかな教育を保障することは、社
会の基盤作りにとってきわめて重要なことである。
　しかしながら、地方交付税削減の影響や厳しい
地方財政の状況などから、自治体において教育予
算を確保することは困難となっている。
　したがって、教育予算を国全体として、しっか
りと確保・充実させるため、次の事項を実現され
るよう、強く要望する。

１　きめの細かい教育の実現のために、義務制第
８次高校第７次教職員定数改善計画を実施する
こと。

２　義務教育費国庫負担制度について、国庫負担
率を２分の１に復元することを含め制度堅持す
ること。

３　就学援助制度を拡充すること。また、そのた
めの国の予算措置をおこなうこと。奨学金制度
について、「貸与」から「給付」方式に改善す
ること。

４　教育予算の充実のため、地方交付税を含む国
の予算を拡充すること。

５　教職員給与の財源を確保・充実すること。勤
務実態調査の結果を施策に反映し、実効ある超
勤縮減対策をおこなうこと。

意見書提出先
　総務大臣、財務大臣、文部科学大臣

請願・陳情の審査結果

教育予算の拡充を求める請願
　審議の中で、子どもに対する教育は平等でなく
てはならず、国・県・自治体は環境整備について
考えていかなければならないが、反面、子どもと
のかかわりについて、保護者・学校・地域という
関係の中で希薄性がみられるので、公的資金に頼
りすぎることは正しい状況なのか疑問を感じると
の意見が出されました。
　しかし、未来を担う子どもに対する教育を考え
るならば、教育予算に対する拡充は認めざるを得
ないとの意見が出されました。
　採決の結果、全員異議なく、採択とすべきもの
と決定しました。

（教育厚生常任委員会）
請願者
　水戸市笠原町978－46　茨城教育会館２Ｆ
　茨城県教職員組合
　執行委員長　髙野　冨二男
　　　　　　　　外171名

採　択

改正貸金業法の早期完全施行等を求める
意見書を政府等に提出することを求める陳情書
　審議の中で、多重債務者の救済は、緊急に対処
しなければならない問題であり、弁護士等の相談
により早期の解決が図られる場合があります。政
府や地方自治体が、連携し取り組むことが明確に
ならないと解決が難しいとの意見が出されまし
た。
　那珂市議会としては、多重債務者を救済するた
め早期に改正貸金業法の完全実施をする必要があ
るとの意見が出され、採決の結果、全員異議なく、
採択とすべきものと決定しました。

（産業生活常任委員会）
陳情者
  水戸市梅香2－1－39
　（社）茨城県労働者福祉協議会
　会長　児島　　強

採　択

請願陳情意見書
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、
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小
布
施
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を
10
月
22

～
23
日
に
視
察
し
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

北
斎
館
、
高
井
鴻
山
記

念
館
を
中
心
と
し
た
、
住

民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
だ
歴
史
と
文

化
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
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、
全
国
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に
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集
め
、
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１
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０
万
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え
る
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れ
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ま
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。

　

昭
和
51
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独
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・
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、
居
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商
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業
空
間
を
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せ
た
回
遊

で
き
る
界
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し
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い
ま
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。

　

小
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は
、
合
併
を

し
な
い
、
地
場
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業
の
新

興
を
核
と
し
た
稼
ぐ
自
治

体
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

果
物
の
産
地
で
あ
り
、
ま

た
既
存
の
伝
統
的
な
野
菜

に
加
え
、
新
た
な
適
地
適

作
野
菜
も
作
り
、
こ
れ
ら

の
厳
選
し
た
果
樹
・
野
菜

を
直
販
す
る
と
共
に
上
質

な
加
工
品
を
「
小
布
施
ブ

ラ
ン
ド
」
と
し
て
販
売
し

全
国
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
北
斎
館
周
辺
へ

の
観
光
客
を
、
農
村
部
へ

も
訪
れ
て
も
ら
う
工
夫
と

し
て
、
農
作
業
体
験
や
農

村
レ
ス
ト
ラ
ン
を
オ
ー
プ

ン
す
る
な
ど
、
新
た
な
試

み
を
し
て
い
ま
す
。

産
業
生
活
常
任
委
員
会
で

�
�
�

長
野
県
小
布
施
町
を
調
査
視
察

小布施の町並

　

議
会
広
報
編
集
委
員
会
で
は
、市
民
に
親
し
ま
れ
、

読
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
の
編
集
を
目
的
と
し
て
、

11
月
11
日
に
全
国
で
も
評
価
の
高
い
議
会
だ
よ
り
を

発
行
し
て
い
る
福
島
県
広
野
町
議
会
を
訪
問
し
、
編

集
発
行
に
つ
い
て
視
察
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

広野町の議会だよりは町村議会広報全国コン
クールにおいて最優秀賞を受賞しました。
受賞したときの表紙です。（上写真）

議
会
広
報
編
集
委
員
会
で

�
�
�

福
島
県
広
野
町
議
会
を
調
査
視
察

北斎館外観
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　この会期日程は、議案件数や一般質問者数によ

って変更になる場合があります。

　日程の変更や詳細については、議会事務局や議

会ホームページでもご案内しています。お気軽に

お電話、お立ち寄りください。

　また、請願・陳情を議会へ提出される場合は、

２月26日（金）までにお願いします。

10月 11月
14日

19日

20日

21日

22～

23日

広報編集委員会

議会運営委員会

広報編集委員会

建設常任委員会協議会

産業生活常任委員会視察研修

（長野県小布施町）

４ ～

６ 日

10日

11日

13日

17日

19～

20日

24日

議員会研修

（三重県）

総務常任委員会協議会

広報編集委員会研修

（福島県広野町議会）

産業生活常任委員会

原子力安全対策特別委員会

全員協議会

県市議会議長会議員研修会

（つくば市）

第３回臨時会

議会運営委員会
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議 会 日 誌

平成22年第１回定例会開会予定

表
紙
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て

編
集
後
記

議
会
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報
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集
委
員
会
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子
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正
一

　

委　
　

員　

萩
谷　

俊
行

　

未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
、
安
心
し
て
学

べ
る
環
境
に
な
る
よ
う

関
係
機
関
に
、
教
育
予

算
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書
を
提
出
し
ま
し

た
。

議 会 日 誌

萩
谷　

俊
行

　

国
・
地
方
と
も
大
変
な

財
政
難
の
時
に
、
デ
フ
レ

状
態
に
陥
り
価
格
破
壊
が

起
り
始
め
て
い
ま
す
。
市

は
、
23
年
４
月
よ
り
永
く

馴
染
ん
で
き
た
「
区
長
制

度
」
か
ら
、
新
た
な
「
自

治
会
制
度
」
が
始
ま
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
ス
ム
ー

ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う
、

４
月
よ
り
１
年
間
の
準
備

期
間
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。共
に
力
を
合
わ
せ
て
、

新
し
い
那
珂
市
創
り
に
努

力
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

月日 曜 議　事　予　定

３・９ 火

本会議
○開会
○継続調査案件の委員長報告
○請願・陳情の委員会付託など

３・10 水
本会議
○議案審議など

３・11 木 常任委員会

３・12 金 常任委員会

３・16 火 本会議（一般質問）

３・17 水 本会議（一般質問）

３・18 木 本会議（一般質問）

３・23 火
本会議
○委員長報告など
○閉会

議会の傍聴について
　那珂市議会では、議会の本会議・常任委員会を

公開しています。

　傍聴をご希望のかたは、事前に会議の開催日や

時間をご確認の上、おいでください。傍聴の手続

きは、所定の用紙に住所・氏名を記入していただ

き、傍聴券の交付を受けるだけです。

　お気軽においでください。

12月定例会の傍聴者数　55名 （延べ人数）

議会の会議録について
　議会の本会議の会議録は、公開しており、閲覧

することができます。

　議会ホームページには、平成１７年３月以降の

議会定例会の会議録を掲載しています。また、那

珂市立図書館にも平成１７年２月以降の製本した

会議録を配置しています。なお、ホームページや

図書館に配置していない、過去の議会の会議録は、

議会事務局で閲覧することができます。

議会のホームページについて
　http://www.city.naka.lg.jp/の「市議会のペー

ジ」をクリックしてください。


